
《2026年 9月 聖書のことば》 

『見失った羊を見つけたので、一緒に喜んでください。』 

（新約聖書：ルカによる福音書 15章6節） 

 
 

ある人が羊を百匹飼っていて、その内の一匹がいなくなってしまった。その人は、残りの  

九十九匹を置いてでも、迷い出た一匹を探しに行く・・・そんなお話が聖書にあります。 
 

このたとえを読んで、「たくさんの中の一人」では

なく、 “固有の一人”を大切にする気持ちに改めて

気づかされました。 

見失った一人を探す神様は、多数を束ねてひと

くくりに「人間」とせず、「一人」を深く見つめている。

一人を大切にする心で、神様のまなざしが、あなた

に向けられていると伝える、羊の話です。 
 

今年の夏、熊本や千葉で災害が発生しました。 

ニュース報道では、被災家屋数、避難者数などの 

数字が並び、多数であれば大震災と表現されます

が、大人数とは、個人の集合体ですよね。 
 

 

2011 年.東日本大震災の時、「本来、《悲しみ》って、すごく個人的なもの」だと言ったのは、 

ビートたけしさん（芸人・映画監督）です。「この震災を゛2 万人が死んだ一つの事件゛と考

えると、被災の悲しみは理解できない。そうじゃなくて、゛1 人が死んだ事件が 2 万件あった゛

って考えれば、被災被害の本当の重みが分かると思う」と語った言葉が胸に残っています。 

 

 「一人の大切さ」。これは、幼い子どもたちにも、伝えていきたい、いのちの重さです。 

幼児教育を通して発見したひとつの体験知ですが、愛が込もった眼差しが自分に向けら

れていると気づけば、子どもも大人も、不思議と力が湧いてくる、と感じます。  

「わたしは大切にされている」という感覚は、ゆっくりと生きる力を実らせていく。だから、今年

も、子どもたちが「わたしは大切にされている」と感じられる言葉かけを、皆さんと一緒に探して 

いけたらと願い、お祈りしています。 

（チャプレン 白川道生） 

 



 


